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富山プライマリ・ケア講座

とやま総合診療イノベーションセンター

砺波総合病院　集中治療・災害医療部

富大附属病院　医療福祉サポートセンター

富大附属病院　栄養部

山田温泉病院　リハビリテーション部

山田温泉病院　栄養部

石川県立高松病院　看護部



目　的

　・ 多職種連携教育ワークショップをデザイン

　　するため、とやまいぴーを体験する 

到達目標

　・ 本日の体験を元に、おのおのの職場で

　　多職種連携と質改善を実践する

の目的と到達目標



ポートフォリオルーブリック



総　論



背　景

・ 超高齢社会における事例の複雑化

・保健医療福祉サービスの進歩

・多職種連携の更なる推進の必要性

　では、多職種連携をどのように学び

　実践すればよいのか？



連携の定義

共有化された目的を持つ複数の人及び機関

（非専門職も含む）が、単独では解決できない

課題に対して、主体的に協力関係を構築して、

目的達成に向けて取り組む相互関係の過程

野中猛 多職種連携の技術 中央法規



「顔の見える関係」とは？

・ 「顔がわかる関係」

　　単に名前と顔がわかるという関係

・ 「顔の向こう側が見える関係」

　　考え方や価値観、人となりがわかるという関係

・ 「顔を通り越えて信頼できる関係」

　　信頼感を持って一緒に仕事ができる関係

野中猛 多職種連携の技術 中央法規



専門職連携教育とは？

（ ）
　　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　
　 ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊

　＊ ：英国専門職連携教育推進センター（ 年設立）

・ 複数の領域の専門職者が、連携の質および

　ケアの質を改善するために、同じ場所でともに

　学び、お互いから学び合いながら、お互いの

　ことを学ぶこと



国内での の動向

日本保健医療福祉連携教育学会（ ）

卒前教育と卒後教育が連続した

生涯教育としての が求められる



多職種連携コンピテンシー

　医療・保健・福祉の現場を支える『多職種連携力』を持つ人材育成プラグラム開発事業

　　　　　　　　　　　（文部科学省：三重大学）　

　次世代の地域医療を担うリーダーの養成事業

　　　　　　　　　　　（文部科学省：筑波大学）　



の教育理論

「アクティブラーニング」

　学習者の能動的な学習への参加を取り入れた学習法



の教育理論



連携を育むために

・ 顔が見える関係を育む

　「交流の場」

・アクティブラーニングによる

　「学び合いの場」



現在の連携校

富山福祉短期大学

看護師、社会・介護福祉士

富山短期大学

管理栄養士、介護福祉士

富山大学

医師、薬剤師、看護師
保健師、助産師
社会福祉士

富山医療福祉専門学校

理学・作業療法士
介護福祉士、看護師

富山県立総合衛生学院

看護師、保健師、助産師

富山国際大学

社会福祉士
富山歯科総合学院

歯科衛生士



学生・教員・実務者が一同に集う場



実　践



導　入
・ 導入資料を各自ご覧ください

本日の課題

　①グループディスカッション２回

　　　・入院・在宅各チームごとにディスカッション

　　　・入院・在宅混合チームでディスカッション

　②ポスター作成

　　　・チームの方針をポスターでまとめる

　③ポスターツアー

　　　・ポスター内容を発表

　④本日の経験を各々の職場で活かすには？



課題①：グループ議論

・ 入院チームと在宅チームは異なる情報を持っています

・まずは各チーム内で方針を共有して下さい

・その後、入院・在宅混合チームで議論します

　従って、自チームの方針を説明できるようにして下さい

「入院チーム」と「在宅チーム」

それぞれで方針を検討

在宅チーム： ・ ・ 　入院チーム： ・ ・



論　点

①退院先は？
　・自宅？

　・施設？

　・退院させない？

　・その他

②上記方針を実現するための

　　具体的な準備は？



とやまいぴーのお約束！
・ 本日の経験・出会いを共に楽しもう！

・批判はしない！互いに尊重し合おう！

・ちょっと積極的になり、一回は発言しよう！

特にお願い

　・先生へ：授業の評価には反映させないでね♡

　・先輩へ：後輩には優しくね♡

　・ベテランへ：初心者を優しく誘導してね♡

　・聞かぬは一生の恥！質問も大事な発言です！

　・よりよいケアプランを作成することが目的ではない！

　・相互理解と良好なチームワークが目的！



グループ議論（ 分）

・ 入院チームと在宅チームは異なる情報を持っています

・まずは各チーム内で方針を共有して下さい

・その後、入院・在宅混合チームで議論します

　従って、自チームの方針を説明できるようにして下さい

　　　論点①：退院先は？

　　　論点②：具体的な準備は？

「入院チーム」と「在宅チーム」

それぞれで方針を検討

在宅チーム： ・ ・ 　入院チーム： ・ ・



課題①：グループ議論

・ 入院・在宅混合チームを編成

・まず自チームの方針をお互いに説明

・次に混合チーム内で共通のプランを作成

　　　　　　信念対立をどう乗り越えるのか？

・その結果を一枚のポスターにまとめる

「入院・在宅混合チーム」で方針を検討

注　意
入院・在宅お互いの資料を直接見せ合わないこと！

お互いに質問しあって情報を補完してください



混合チームの作り方

半
分
ず
つ
　
入
れ
替

わ
り



課題②：ポスター作成

・ ポストイットは貼りっぱなしにしないでください！

　あくまでもメモとしてお使いください！

・ポスターのデザインは自由です。絵も です！

　発表の時に分かりやすい工夫をお願いします。



グループ議論（ 分）

・ 入院・在宅混合チームを編成

・まず自チームの方針をお互いに説明

・次に混合チーム内で共通のプランを作成

　　　　　　信念対立をどう乗り越えるのか？

・その結果を一枚のポスターにまとめる

「入院・在宅混合チーム」で方針を検討

注　意
入院・在宅お互いの資料を直接見せ合わないこと！

お互いに質問しあって情報を補完してください



課題③：ポスターツアー

・ ポスター発表と質疑応答合わせて３分間です

・計３ポスターを赤・青・緑のチームでツアーします

・各チーム内で３色に分かれてください

・二人一組の場合、３分間を分担してください

　　＊とやまいぴースタッフは発表をゆずってください

自分のチームのプランをポスターツアーで発表



ポスターツアーとは？

①まず、大きな島で分かれる



ポスターツアーとは？

②各島で、同じ色同士（赤、青、緑）で集まる



ポスターツアーとは？
③自分のポスターにきたら発表

発表者

発表者

発表者

発表者

発表者

発表者



ポスターツアーとは？

発表者

発表者

発表者

発表者

発表者

発表者

④次のポスターへ移動 ⇒発表を繰り返す



課題③：ポスターツアー（ 分）

・ ポスター発表と質疑応答合わせて３分間です

・二人一組の場合、３分間を分担してください

　　＊とやまがーるず♡は発表をゆずってください

自分のチームのプランをポスターツアーで発表



課題④：今後の実践（ 分）

・ グループ内で 人のペアになり、上記に

　関して意見交換をしてください

　　本日の体験を元に、おのおのの職場で

　　多職種連携と質改善を実践するためには？



質疑応答（ 分）



終　了　！


